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国際核融合材料照射施設(IFMIF)では、前段加速器としてイオン源から入射された 100keV の重陽子
ビームを 175MHz のダイアクロード（単管最大出力１M-CW）を 3台用いて、5.0MeVに加速する RFQ
システム設計（図１参照）が検討されている。この設計では RFQ の最大電場をキルパトリック放電限
界から算出された 23.8 ~ 25.2 MV/mとすると RFQの全長が約 12ｍとなる。RFQの軸長さが長くなっ
た場合、軸方向の高次モードが励起され動作モードに影響するため、数メートルの RFQ モジュールに
空洞結合板（Coupling Plate）を介して連結していく必要がある。RFQモジュールの基本技術手法の確
立を目標とする IFMIFプロジェクトの要素技術確証フェーズでは、3次元電磁界解析コードMAFIA に
よる設計指針を得るために解析結果とモックアップモジュール（図２参照）の測定結果との比較を行っ

ている。RFQ モジュールの設計では、電界強度の不均一性を２％以下に抑制できる結果が得られると
ともに、軸長さに対する動作モードと高次モードとの共振周波数の差（Δｆ）が１～３MHz と極めて
近接するためスタビライザーによる高次モードの抑制が必要であることが明らかになった。講演では

End Plate部、Coupling Plate部の最適化設計及び軸長さに対する高次モード解析結果とモックアップ
モジュールにおける高周波特性の測定結果について述べるとともに、0.5MW-CW が可能な解析結果が

得られた同軸型高周波真空窓の熱・応力解析及び高周波特性の解析結果についても紹介する。                
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図１ IFMIFにおける前段加速用 RFQシステム 

                 
          図２ 175MHz RFQモックアップモジュール 


